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研究成果の概要（和文）： 

 東シナ海においてブリやマアジの稚魚の生育場として流れ藻は重要な役割をはたしている．

しかし，流れ藻についての知見は今までほとんどなかった．そこで，東シナ海の流れ藻の分布，

生態，供給源について調べた．その結果，流れ藻がホンダワラ類のアカモクのみから構成され

ていること，黒潮フロントよりも大陸側に多数分布すること，中国浙江省沖合の島のガラモ場

ではアカモクが卓越し，供給源となっていることを明らかにした． 

 

研究成果の概要（英文）： 

   In East China Sea, drifting seaweeds play an important role as nursery ground for 

juveniles of yellowtail and Japanese mackerel. However, there had been little information 

about drifting seaweeds. Therefore we studied distribution, ecology and source of 

drifting seaweeds in East China Sea. Our studies clarified that drifting seaweeds 

consisted of only Sargassum horneri, rafts of drifting seaweeds were distributed 

shoreward from the Kuroshio front and Sargassum forests around the islands off Zhejiang 

Province, China, consisting of mainly S. horneri were a possible source of drifting 

seaweeds. 
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１．研究開始当初の背景 

温帯域に属する北東アジアのごく沿岸の

浅海域の岩礁にホンダワラ科植物と呼ばれ

る海藻が春季に数ｍの丈にまで成長し，広大

な藻場を形成する．海洋生態学ではこの藻場

をガラモ場とよんでいる．ホンダワラ科植物

は，気胞とよばれるガスの入った器官を持つ

ために浮力があり，流れや波によって基質か

ら引き剥がされると，海面を浮遊しながら沖

合域に流され，流れ藻とよばれる浮遊生物群

集を形成する．  

近年，九州，琉球列島，台湾，中国大陸，

朝鮮半島に囲まれる東シナ海において，流れ

藻が大量に分布することが小西（2000）によ
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り発見，報告された．この東シナ海はブリ，

マアジ，マサバ，カタクチイワシなどの水産

上重要な魚種の再生産の場所で，流れ藻はブ

リやマアジの稚魚の生育場として大きな役

割を果たしている．また，ブリ養殖用の稚魚

を対象としたモジャコ漁は，流れ藻ごとすく

う必要があるため，流れ藻の分布，生態は水

産資源学上非常に重要である． 

しかし，流れ藻に関連する研究では，1960

年代からの研究のほとんどは流れ藻に随伴

する魚類に関するもの(最近では Cho et al., 

2001)であり，最近ではこの分野の研究につ

いても非常に少ない．そして，長く，東シナ

海沖合には流れ藻はないとされてきた(吉田, 

1963)．  

 東シナ海において流れ藻の生産を持続的

に確保するという長期的視点に立てば，東シ

ナ海におけるガラモ場分布およびその生態

を把握しておくことは，水産学上非常に重要

である．そして，東シナ海における日本の経

済水域における流れ藻の分布だけでなく，そ

の起源を確かめることも不可欠である． 

  

２．研究の目的 

中国，台湾，韓国の研究者と共同の現場調

査を通じて東シナ海沿岸のホンダワラ科植

物を含む生物相の分布を種レベルの解像度

で明らかにし，ベースラインとなるデータを

蓄積する．また，東シナ海沿岸のホンダワラ

類，特に，アカモクの遺伝子情報を蓄積し，

東シナ海に出現する流れ藻の起源を推定す

るためのデータベースを構築する．そして，

ホンダワラ科植物の流れ藻が多く発生する

ホンダワラ類を刈り取り ARGOS ブイや漂流ハ

ガキで標識し，中国，韓国，台湾沿岸の藻場

からの移動経路について調査する．また，東

シナ海東部の大陸棚上の縁辺部で春季に大

量に浮遊する流れ藻の分布観測と採集を学

術研究船淡青丸により行い，ARGOS ブイ等で

標識し，移動経路を追跡する．このようにし

て海洋物理学的な視点からも流れ藻の集積，

移動について検討する．さらに，流れのシミ

ュレーション上にホンダワラ類海藻に見立

てた粒子を衛星画像解析で推定したガラモ

場の位置に配置し，数値的に軌跡を追跡し，

流れ藻の移動を再現する．この数値計算とガ

ラモ場および流れ藻の遺伝子情報解析と合

わせて，東シナ海における流れ藻の起源がど

の国のガラモ場であり，流れ藻にどのように

寄与しているかを明らかにする．最後に，東

シナ海沿岸ガラモ場が温暖化によってどの

ように変化するか，それにより流れ藻の分布

や移動経路がどう変化するかについて予測

する． 

 

３．研究の方法 

(1)東シナ海沿岸における現場調査 

東シナ海沿岸のガラモ場と流れ藻を構成

するホンダワラ類について種のレベルで明

らかにした．また，方形枠による刈り取りを

行い，ホンダワラ類繁茂季の現存量を推定す

る．また，繁茂季の刈り取りを行ったホンダ

ワラ類に ARGOS ブイを付け流れ藻となった場

合の移動を調べた．  

淡青丸研究航海で採集する流れ藻の種組

成，それらの成熟状態，気胞の形態，また，

基部の状態を調べ，東シナ海沿岸のガラモ場

を構成するホンダワラ類との比較を行った．  

(2) ガラモ場構成種の遺伝子データベース 

ホンダワラ類のうちアカモクについては

ミトコンドリアゲノム上の cox3遺伝子と

tRNA遺伝子群のスペーサー領域の DNA塩基配

列の塩基配列を比較し、地域ごとに大きな遺

伝的分化があることをつきとめている．そこ

で，東シナ海沿岸のガラモ場を構成する海藻

の中で特に重要であるアカモクについて遺

伝子データベースを作成した．また，淡青丸

調査の際に流れ藻として出現した海藻を採

集し，遺伝子を分析した．  

(3) ガラモ場・流れ藻の動物群集の生態 

東シナ海沿岸のガラモ場のホンダワラ類

に付着する動物を採集し，各地のガラモ場の

動物相を比較した．淡青丸研究航海で採集す

る流れ藻に付着する動物相と随伴する魚類

を採集し，採集された海域における動物相の

比較，随伴魚類の比較を行った．  

 (4)淡青丸による東シナ海流れ藻分布調査 

学術研究船淡青丸により東シナ海の流れ

藻の分布目視調査を行う．そのため来年度淡

青丸共同利用で東シナ海の研究航海を実施

した．また，流れ藻を発見した場合に採集を

行い解析に使用した．また，採集点で，漂流

ハガキを放流，あるいは採集した流れ藻に

ARGOS ブイ等を装着して，移動を追跡した． 

 

４．研究成果 

 東シナ海において，３月および５月に研究

船白鳳丸を用いて，春季に調査した結果，流

れ藻は，ホンダワラ科植物のアカモク

(Sargassum horneri)だけから構成され，お

もに，黒潮フロントより大陸側に多く分布し

ていた．そして，九州の熊本以南にはアカモ

クの産地が日本にはないことから，中国浙江

省海洋水産研究所と共同で浙江省の温州か

ら上海市と境を接する離島枸杞島まで調査

を行った．その結果，浙江省沖合の離島では

アカモクを主体としたガラモ場が分布して

いることが確認できた．さらに，これら船山

群島においてアカモク繁茂期の３月にアカ

モクを刈り取り，衛星通信型 GPS ブイをつけ

て放流したところ，１台は黒潮フロント付近

に５月初旬に達した後，韓国の済州島南部に

達し，もう１台はやはり黒潮フロントに沿っ

て移動し，九州に到達した．これらの海域は，



白鳳丸航海により目視で多数の流れ藻が確

認されたところであった．つぎに，Princeton 

Ocean Model を用いた数値シミュレーション

を行い，中国沿岸のアカモクの産地からアカ

モク流れ藻に見立てた粒子を流したところ，

やはり，５月に黒潮フロントの大陸側に到達

した．以上のことから，東シナ海の５月のア

カモク流れ藻の産地は，中国沿岸の浙江省沖

合の島であると推察された． 
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